
 

平成 3１年度千葉県建築士会親睦研修旅行のご案内  
～信州湯田中温泉よろづや「桃山風呂」と信州おぶせ・善光寺・真田の城下町・松代～ 

 

 

日 時：令和２年２月１６日（日）～１７日（月）１泊２日 定員：８０名 

会 費：３６，０００円／人  

申込み：令和２年１月３１日（金）までに所属支部で取りまとめいただきお申込下さい。 

宿泊先：信州湯田中温泉よろづや TEL：0269-33-2111 
 
月日 行           程 

2/16 

(日) 

(出発)                        （昼食）                    
JR千葉駅 NTT前 ― 小諸 IC ― 藤岡 JCT ― 小諸 草笛本店 ― 小布施ｽﾏｰﾄ IC ―  

８：３０                       １２：４５～１３：４５                

  

      （視察研修・自由散策）                   （宿泊） 

信州おぶせ（北斎館・栗の小径エリア） ―  信州湯田中温泉 よろづや 
１４：４５～１６：１５                   １７：００（予定） 

2/17 

(月) 

    

(出発)                   （視察研修）          （視察研修・自由散策）             

ホテル ― 須坂長野東 IC ― 長野善光寺 ― 松代地区（真田宝物館・松代城址など） ― 
８：３０              ９：４５～１０：３０        １１：１５～１２:１５     

 

      （昼食）                            （到着） 

長野 おぎのや長野店 ― 長野 IC ― 藤岡 JCT ― JR千葉駅 NTT前 

１２：３０～１３:３０                      １９:００到着（予定） 

                                   

（道路状況・天候状況等により、行程が変更となる場合がありますので、あらかじめご了承下さい） 
 
 信州おぶせ 
  小布施町は半径 2 ㎞の中に全ての集落が入る長野県で一番小さな町です。千曲川と松川が

合流する地点にあり、二つの川が合う「逢う瀬」が「小布施」となったとも言われています。 
 600 年の歴史を持つ小布施栗や郷土料理が自慢です。 
  小布施は江戸の昔から、訪れた画人、文人を魅了し、葛飾北斎や小林一茶などが多くの作品

を残しています。 
  「栗と北斎と花の町」、「歴史と文化の町」小布施の散策をお楽しみください。 

 

長野善光寺 

日本最古の仏像といわれる一光三尊阿弥陀如来を御本尊とし、創建以来約 1400年の歴史を

持つ善光寺。宗派の別なく誰でも分け隔てなく受け入れる庶民の寺として、国内外から多く

の参拝者が訪れています。 

 

信州・松代 
信州松代は、江戸時代、真田信之が江戸幕府の命により上田から松代に移封され、松代藩初

代藩主となって以来２５０年間、真田十万石の城下町として、真田氏が十代にわたって統治し

てきました。そのため、松代城、真田邸、文武学校などの文化遺産や歴史的まち並み、そして

真田の伝統文化が今日まで色濃く残っています。 


